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暖
か
い
春
の
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ま
ぶ
し

く
感
じ
ら
れ

る
今
日
、
卒

業
式
」
と
学

友
た
ち
と
声
を
合
わ
せ
た
の
は
、

も
う
二
十
数
年
前
。
今
年
も
も

う
そ
ん
な
シ
ー
ズ
ン
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あ
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J
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で
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ま
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緒
で
歌
わ
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が
多
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私
も
近
々
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る
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卒
業
予
定
で
あ
る
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れ
は
、

「
夫
」を
卒
業
し
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父
親
」に
な

る
こ
と
だ
。
あ
わ
せ
て
、
育
児

休
業
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る（
感
謝
）▼
世
間
で

も
男
性
の
育
児
参
加
が
積
極
的

に
な
っ
て
お
り
、
漫
画「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
」で
は
、
当
初
地
球

を
滅
ぼ
し
に
来
た
ベ
ジ
ー
タ
で

さ
え
、
最
近
は
妻
子
を
愛
す
る

父
親
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
時
代
の
変
化
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
▼
そ
う
い
う
わ

け
で
、
私
は
悟ご

空く
う

の
よ
う
に
地

球
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

家
族
は
守
れ
る
男
に
な
る
た
め

「
精
神
と
時
の
部
屋（
育
児
休

業
）」で
修
業
す
る
所
存
だ
。
た

だ
し
そ
の
代
償
に
、
職
員
と
し

て
の
戦
闘
能
力
は
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
や
む
な
し
や
む

な
し
。�

（
ち
ー
さ
ん
）

「気づき」から「絆」へ
～始まりは、はじめの一歩から～

令和４年度 市民参加と協働のまちづくりフォーラム

琵琶湖の浮遊ごみや漂着ごみ
漁師や地元住民が回収に汗

　認定NPO法人びわこ豊穣の郷の主催で行われ、玉津小
津漁業協同組合や小津・玉津学区の自治会など、市内外
から約60人が参加しました。今回は、漁船７隻が湖上から
浮遊ごみ、湖岸沿いで漂着ごみなどを回収しました。回収
されたタイヤやペットボトルなどに、参加した小学生は「ご
みの多さにびっくりした」と感想を話していました。

赤野井湾・小津袋クリーン大作戦

　「『気づき』から『絆』へ」をテーマに開催されました。市民
提案型まちづくり支援事業に採択された2団体による活動事
例発表や、大阪市西成区で子ども食堂を運営する川

かわ

辺
べ

 康
やす

子
こ

さんの講演がありました。いずれも子どもの居場所や学びの
場づくりをテーマとしたもので、誰一人取り残されることの
ないまちづくりについて考える機会になりました。

双眼鏡双眼鏡

2月21日 赤野井湾

ポスター、漫画など5部門
入選以上の233点を一堂に展示

　身の回りにあるさまざまな人権問題をテーマにした作文、
詩、ポスター、四コマ漫画、標語の部門で、1,886点の作
品が出品され、このうち、入選以上の2３３点を一堂に展示
した展覧会が開催されました。会場を訪れた約650人の市
民は、一つ一つの作品を丁寧に観賞するとともに、子ども
たちの素直な作品に人権意識を高めていました。

ふれあいもりやま展

2月16日～22日 市民ホール 展示室

2月26日 市民交流センター（さんさん守山） 多目的ホール

障害の有無や年齢に関係なく
みんなでスポーツを楽しもう

　市障害者スポーツ協会の主催で開催され、障害のある人
約７0人と介助者が参加しました。障害の有無や年齢に関
係なく誰でも楽しめるユニバーサルスポーツのスカットボー
ル、ボッチャ、サウンドテーブルテニスなど5種類のスポー
ツを体験してもらうイベントで、参加者は思い思いのコー
ナーでスポーツを体験しながら交流を楽しんでいました。

チャレンジパラスポーツ教室

2月18日 市民体育館

守山市の人口

令和5年２月２8日現在
（前月比）

男� 42,104（－� 4）
女� 43,558（＋� 25）

人口� 85,662（＋� 21）

世帯数� 34,498（＋ 13）
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